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公選制による会長選出について

高分子学会では，第29期から，正会員各位の投票により会長を選出する公選制を導入いたしました。つ
きましては，次期第31期会長の公選制による選出について，以下のとおりご案内申し上げます。
会長選挙での，より多くの正会員の皆様からの投票をお願い申し上げます。

1．概　要
①次期会長候補者は，原則3名以内とし，推薦人（20名以上の本会会員），本会支部，および次期役員推薦委員会の

いずれかにより推薦された本会正会員の中から，次期役員推薦委員会が選考する。

②会長選挙は，正会員が選挙権を有し，WEBあるいは郵便で投票を行い，会長予定者を選出する。

③会長候補者はマニフェスト（選挙公約）を作成し，これを会誌「高分子」および本会ホームページに公開する。

④次期副会長（4名）は，次期会長予定者が推薦し，これを次期役員選考委員会で協議して選考する。

⑤選挙管理委員会を設置する。委員長には原則として前会長が就任する。

2．選考手順
【会長の選考】
①本部に，次期役員推薦委員会を設置する。構成は，会長推薦の理事14名，支部推薦者若干名（現在13名程度），

評議員2名とする。現会長は委員には就任できない。

②推薦

1） 各支部に，支部会長候補者推薦委員会を設置する。構成は委員長（支部長が就任）および委員2名とする。

支部会長候補者推薦委員会は，会長候補2名以内を推薦する。なお当該支部所属者の推薦に当たっては，

候補者の了解を得ておく。また委員長が候補者になることができる。平成23年7月15日（消印有効）までに

本部の次期役員推薦委員会に推薦者を郵送する。

2） 20名の推薦人がそろえば，1名の候補者を推薦できる。推薦人は高分子学会の正会員（選挙年の4月1日時点）

であり，候補者1名のみを推薦できる。候補者は，自らが推薦人になることができる。20名の推薦人のうち

1名を推薦人代表者とする。推薦人代表者は当人の了解を得て推薦する。また，推薦人代表者は7月10日

から7月15日（消印有効）までの本部の次期役員推薦委員会に推薦書を郵送する。

3） 候補者は，高分子学会の正会員（選挙年4月1日時点）であることとする。

③事務局長は推薦者のリストを作成する。

④第1回次期役員推薦委員会：（選挙年7月～8月の間）

1） 委員はリストを参照の上，1名以内の追加候補者を推薦（一次投票）する。一次投票で追加となった者全員

を，追加候補者とする。

2） 上記追加候補者を加えた一次候補者リストを作成し，3名以内の会長候補者選出方法につき協議する。原

則として 3）の手順により選考する。

3）（1） 3名連記の投票（二次投票）により，得票数上位の6名を二次候補者とする。なお同得票数のために候

補者が6名を超える場合は全員候補者とする。

（2）二次候補者について3名連記で投票（三次投票）し，得票数上位3名を会長候補者とする。なお必要な

ら単記投票により順位を決める。

（3）上記投票により内諾者を3名確保できない場合，二次候補者に漏れた候補者について，3名連記で投票

し，得票順に順番をつける。必要なら単記投票により順番を決める。

（4）内諾の得られていない会長候補者については，次期役員推薦委員会の委員長が内諾を得ることに努める。

支部による会長候補者推薦締切り 7月15日�

推薦人による会長候補者推薦期間 7月10日～15日�

マニフェスト公開期間 9月26日～11月22日�

郵便投票の投票用紙請求期間 9月26日～10月15日�

郵便による投票期間 11月9日～17日�

WEBによる投票期間 （http://www.spsj.or.jp/） 11月9日～22日�
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⑤選挙管理委員会を設置する。委員長は原則として前会長が就任する。

⑥被推薦会長候補者3名は，マニフェスト（800字以内）を作成し選挙管理委員長に提出する（9月1日～15日ま

で）。マニフェストは会誌「高分子」11月号とホームページで公開する（公開期間9月26日～11月22日）。公

開後は，マニフェストの訂正は不可とする。

⑦9月26日から10月15日を郵便投票の投票用紙請求期間とする。

⑧WEBから正会員（選挙年の4月1日時点）が投票を実施する（投票期間11月9日～11月22日）。郵便投票期間は

11月9日から11月17日（消印有効）までとする。

⑨事務局長は選挙管理委員の立会いのもと開票し，開票結果を選挙管理委員長に報告し承認を得る。選挙管理委

員長は，最多得票者（同数の場合は年長者）を次期会長予定者とし，会長に報告する。ホームページにて次期会

長予定者の氏名を公開し，「高分子」2月号に掲載する。

【副会長，その他の選考】
⑩第1回次期役員選考委員会（メンバーは現職会長，現職副会長，次期会長予定者，常務理事の6～7名で構成）

で次期副会長，理事，監事候補者の案と理事の役割分担案を作成する（平成24年1月15日頃）。

・次期副会長（4名）は，

（1）次期会長予定者は案を次期役員選考委員会へ提出し，委員会で協議して決める。

（2）次期会長と次期副会長の中に少なくとも1名の企業関係者を入れる。

⑪第2回次期役員推薦委員会（書面委員会）

・次期役員選考委員会作成の原案を審議する（2月内）。

・委員長は結果を会長に報告する（3月初）。

⑫常任理事会，理事会へ報告する（3月上旬）

⑬内意伺いを実施（書面）する（4月中旬まで）。

⑭内意伺い結果を常任理事会に報告する（5月中旬）

⑮理事会の承認を得る（5月中旬）。

⑯総会での承認を得る（5月末）。

「高分子論文集」投稿論文募集のお知らせ
特集号＝メディカルポリマー

＜趣旨＞
医療の最前線ではさまざまな医用高分子が実用化され，医療の質や治療効果の向上に貢献しています。この実用化には，
基礎から応用まで幅広い高分子研究が大きな役割を果たしています。たとえば，生体に適合させるための分子設計，高次構
造形成や表面に関する研究，微粒子化技術，医療デバイス化するための成形技術研究などが，抗血栓材料，抗菌性材料，
DDS基材，インプラント素材の開発に結びついています。今後，高分子と生体細胞との親和性についての研究は，組織再生
技術，再生医療など，医療技術の革新をもたらすことが期待されます。また，高分子科学とナノテクノロジーとの融合によ
る新たなコンセプトのDDS技術・診断技術開発など，将来の医療技術実現のための萌芽的研究がすでに始まっています。
そこで，高分子論文集では，医療で用いられる高分子材料の開発と医療に革新をもたらす先進的な高分子研究を概観し，
今後の展望を探る一つの機会となることを期待し，「メディカルポリマー」と題する特集号を企画しました。医療関連高分子
の基礎から応用にいたる研究について，一般論文・ノート・総合論文を広く募集します。

＜対象＞
医療に用いられる高分子材料の合成，物性，評価，解析，適用医療技術など基礎から応用までと，医療に革新をもたらす
高分子素材に関する投稿を対象にします。

＜論文の種別＞
①一般論文…通常の原著論文。
②ノート…断片的ではあっても，新しい価値ある事実を含む論文で，筆者あるいは筆者以外の既往の論文に対する補遺・意
見等も含まれる。
③総合論文…筆者が最近発表した複数の原著論文を関連づけ，一連の研究成果をまとめたもの。

執筆要領 普通号の投稿論文に準じます。詳細は「投稿規定」および「執筆の手引」をご参照ください。（http://www.spsj.or.jp
に掲載）。

論文の取り扱い方 通常の審査規定に基づいて採否を決定いたします。内容によっては，委員会で審議の上，普通号に掲載
させていただくこともありますので，あらかじめご了承ください。
投稿申込締切 2011年6月30日（木）
申込方法 下記メールに論文の種別，題目，代表執筆者名，所属，連絡先などをお送りください。その後，原稿締め切
りまでに投稿システムを利用して論文をご投稿ください。
原稿締切 2011年8月31日（水）
発行予定 2012年1月25日 / 3月25日（Vol.69, No.1，No.3 (2012)）
送付方法 学会ホームページより高分子論文集オンライン投稿システムをご利用の上，ご投稿ください。

URL：http://ess.jstage.jst.go.jp/contrib/koron/initialsubmission/-char/ja
問合せ先 ［104-0042］東京都中央区入船3-10-9 新富町ビル

（社）高分子学会高分子論文集編集委員会担当
103-5540-3772（編集直通） FAX 03-5540-3737 E-mail: online-koron@spsj.or.jp
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